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1．はじめに
　平成5年に生活科学科の中に増設という形を
とって、生活福祉専攻はその大きな柱に保育士
養成の任務を帯びて発足した。平成6年3月に
閉院となった新潟県保育専門学院（以下、保専）
を引き継ぐという県の方針があったからであ
る。それに伴い現場からの強い要望もあって、
様々な行事の・…一・つで、長い伝統を誇る「おたの
しみ会」も引き継ぐこととなった。というのも、
この・「おたのしみ会」は保専と県下の保育園と
の密接な関係の上に成り立っており、県民会館
大ホールの1，800の席を各園が毎年ローテー
ショソを組んで入場整理をしなければならぬ程
の年中行事となっていたものだつたからだ1）。
学生の動機付けの為にも、保育内容『表現』で
引き受け、「おたのしみコソサート」と名を変え
て、現場の子ども達との交流を通して実践能力
を高めようと始めたこの試みも、平成13年9月
で8回を数えるに至った。
　本稿はこの8回の活動の中で見られた学生の
精神的・身体的拘束感からの開放の経緯、及び
音楽的能力の育成について考察したものであ
る。
2．保育者の音楽的素養
　現代の複雑な社会で、今の学生たちは、どこ
か効率主i義的な教育現場の中をとてつもなく緊
張を強いられ、しかもそれを当然と思って今日
までかいくぐって来た。それなりの目的意識を
持って入学してくる学生が多いと思ってはいる
が、ここ数年「表情が乏しい」「根気がない」等
の変容ぶりは否定できない。
　演出家・竹内敏晴氏2》は若い世代の体の変化
に驚いている。「こわばった体ばかりなのだ。」
と言う。「外から来たものを取り込まないよう、
自分の中にあるものを外に出さないよう常に身
構えている。こわばりはその象徴。体は追い込
まれ表現力を失っています。」と述べ、「本来の
姿を取り戻す為に、まず、こわばりをほぐし、
体の感覚を研ぎ澄ます。童謡や詩を声に出し、
全身で味わう。さらにドラマの一場面を演じて
みる。こうして他者の体から発する言葉を感じ、
相手と交信できるようになる3｝。」とワーク
ショップの内容を紹介した。連日報道される子
どもを取り巻く痛ましい事件は、世界が非常に
緊張した局面にあることと無関係であるはずは
なく、この激しいストレスが人間のバラソスを
偏らせてきた様に思われる。仲正雄氏4）によれ
ば「安定した感情は安定した行動を生む。“感情”
とはバラソスの中にあり、力を抜かなければバ
ラソスをとることはできない。音楽は力を抜い
たところに宿るもの」であり、正に保育者の音
楽観を言い得たものとして、本専攻「おたのし
みコソサート」の基本理念としている。
　体がこわばっている　ことと　バラソスを
失っている　ことは同じ問題から生じているの
ではないかと考えられる。学校という場で子ど
も達は“覚える”ことを強要され“忘れてはな
らない”と釘をさされ続け、眠る時間を惜しん
で記憶力を競うことを善しとする傾向の中、絶
生活科学科生活福祉専攻
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　え間ない緊張感で体は硬直していき、眠らずに
ずっと起きていることで神経はすり切れ、気付
かぬうちにバラソスを失っていく。二つの逆方
向の力、即ち“起きていること”と“眠ること”
のバラソス、つまり“覚えていること”と“忘
れること”の重要性を思い出してみたい。我々
は、忘れていた何かをふとした拍子に思い出し
たときの喜びを知っている。何と簡単に幸せに
なれることだろう。この時、体はきっと柔軟に
なっている筈だ。「忘れずにずっと覚えておけ」
ということは「ずっと起きていろ」ということ
に他ならない。同じく「眠りなさい」というこ
とは「忘れても良い」ということであり、忘れ
ることを許されることは健康を意味する。理解
したことを忘れ、そして思い出す力が次の活力
となっていくのではないか。“忘れる”という時
間を信頼できないものとして捉え易いが、その
中には熟成させる力があるといえる。鮮やかに
思いだす為にうまく忘れる、そしてうまく忘れ
る為にうまく覚える。その為には生き生きとし
た印象、体験を植え付け、イメージを育てるよ
う配慮がなされなければならないだろう。情動
の伴わない知識や情報が、実質的な意味におい
て説得力を持たないのは周知の通りである。二
つの、あるいは二つ以上の力のパラソスをとる
ことに音楽は貢献できないか　というテーマ
を、穏やかならぬ世情の現代において見つめ直
してみることは無駄なことではないと思ってい
る。
　もう一点、音楽の側面に着目したいのは、巷
を賑わしているゴスベルブームである。携帯電
話の普及やテレビ・イソターネット等の情報洪
水の中で、生身の他者との距離感がつかみにく
く、本当につながろうとしない風潮を懸念して
いたが、高校生等が声を合わせてゴスペルを
歌っている姿に心打たれたことがある。全く楽
器には頼らない為（リズムセクショジさえヴォ
ィスパーヵッショソなる特殊なテクニック分野
が生まれている）、歌う時は仲間の声を真剣に聴
かなければハーモニーを作ることはできない。
若い世代の自己を主張する、あるいはストレス
発散の為の音楽ジャソルは数々あるというの
に、何故今ゴスペルなのか。行き過ぎた情報社
会への反動ともとれるブームに、もう一一geコ
ミュニケーションの方法を磨こうとする姿が見
えるような気がする。演出家・佐藤信氏5）は「コ
ミュ＝ケーショソの本質は、話すことより、聴
くことにあるのではないか。発信よりも受信能
力が問われている」と言う。“能動的に聴く姿勢”
にこそ音楽の真の姿があり、他者との関係の回
路を開くことができると考える。
　こうした新たな展開があるものの、依然、現
代の地域共同体の弱体化、核家族化、少子化等
の悪条件の中で、今の子ども達は社会性を身に
つけることが非常に困難になってきており、特
に乳幼児の揚合、「言語」を用いてのコミュニ
ケーショソや感情表現は容易なことではない。
　幼児期は五感を全開にして生活し、その全存
在を運動に注ぎ込んでいる。幼児は、つかんだ
り、触ったりして、自己の周囲の世界を知り、
跳んだり、走ったり、’回ったりすることで空間
を把握し、バラソスをとったり、ブランコをこ
いだりして自分の身体を把握する。幼児は、自
分の運動に意味や内容や目的を問わず、運動し
ながら生き、呼吸し、成長し、健康になってゆ
く。そして、身体を動かすことによって自らの
心が揺さぶられ、身振り、手振り、顔の表情と
分化してゆき、意志の表出に際して、この身体
的な動きが想像以上に重要な役割を果たしてい
る。つまり、感情表現は身体動作によってなさ
れると言える。この旺盛な身体感覚と音楽活動
を融合して音楽性を高め、感覚機能を磨こう
とエミール・ジャック＝ダルクローズ6》によっ
てリトミック教育が提唱され、今日では広く取
り入れられているが、コミュニケーショソ能力
も育まれるということも見過ごすことはできな
い。
　この幼児期の発達段階を理解し、遊びの中に
自然に溶け込んだ豊かな音楽との出会いがあれ
ば、先に述べた、児童期から青年期への移行の
途中での体のかたさ、精神のアソパラソスな状
況を回避できるのではないだろうか。
’保育者に求められる音楽的素養とは、只ピア
ノが弾け、歌が歌えれば事足りる訳はなく、音
楽を様々な方法を用いて自由にアレソジ。発展
させながら、一日の大半を占める音楽環境の中
で、子どもの発達を理解すること、子どもと保
育者自身や、親との関係を理解すること、また
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子どものおかれている状況を理解することがで
きる力と言える。特に未満児の場合、わらべう
た等を通して、母親あるいは相手をしてくれる
人と向かい合って遊ぶことに興味があるので
あって、音楽の部分を楽しんでいるのではない。
ジャソケソやにらあっこを含んだ遊びとして全
体をとらえ、母と笑いながら楽しんでいる空間
を共有することに喜び、自分も母と一緒にう
たっているつもりになって楽しんでいると考え
られる。この楽しんでいる状況そのものが、音
楽の楽しさの経験として大切なのである。つま
り、乳児にかかわる時、個人個人の成長の度合
いが違うことを考慮し、楽しんでいる状況を理’
解し、同じ空間を共有し楽しみ、喜ぶ経験をた
くさん重ねることが、感受性、音楽性、創造性
を豊かにする第一歩と考えてよい7）。3歳以降
になると音楽好きな子、音楽嫌いな子に分かれ
ることがある。それは、集団での音楽の楽しみ
方や、保育者の指導の仕方、あるいは不用意な
大人の言葉がけが、原因であることが多い8）。保
育者と園児との間に信頼関係がきちんと出来上
がっていること、子どもを正しく見る目を養う
こと等、適切な働きかけをするためには、技術
的な指導方法以前に、そうした関係が必要であ
り、それが豊かな人間性、音楽性を育てるので
ある9）。
　又、子どもの音楽発達は幼児期で終わるわけ
ではなく、そこを基盤として児童期、青年期へ
と発展していくことのできる展望と、時代とと
もに変化する多様な音楽状況を受け入れる柔軟
性を持つ必要があろう。
　しかし、保育士養成機関において、子ども達
とのやりとりから生まれる様々な場面に即興的
に対応することを可能にする基礎的なピアノの
習得に膨大な時間がかかることは事実である。
本専攻も開設当初に比すれば少なくなってきて
いる初学者だが、依然として50人中20人を割
ることのない状況で、心理的な抑圧を与えない
方法を探ってきた。只弾けるだけでは事足りぬ
ピアノを、限られた時間の中で音楽的知識も理
解し、且つ楽しさを知ることができるか、これ
は学生にとっても教師にとっても難題の一つで
ある。ピアノ指導に関しては、稿を改めて考察
してゆきたいと考えているが、この楽器学習経
験をもつ者と初学者の差を考慮して、あるいは
越えて音楽の豊かさを体験できる可能性を、8
回にわたる「おたのしみコソサート」の中に見
つけることができたように思う。
3．本専攻におけるコンサート活動
　平成5年入学の第1回生にとってのスタート
は、ステージの上でコソサートを行うなど想像
もつかない、文字通り暗中模索状態であった。
基礎技能におけるピアノの授業では、経験者と
初学者の差は他の授業と違い、一目瞭然で他者
の前にさらけ出される。それによる初学者の身
体は、強い抵抗感、圧迫感、そして経験者に対
する憧れと背中合わせの深い諦めがない交ぜに
なり、脱力すぺきを余計硬くさせてしまう悪循
環の中にいた。又、経験者の中にも、記憶や知
識の断片として音楽をとらえる学習習慣が横た
わっているように思われる学生も少なからずお
り、“音を感じる”という経験を軽んじているの
か、“感じる”という経験をどうしたら味わえる
のかわからない実態があった。
　保育内容『表現』では、取り上げた曲を、子
ども達に“いかにして特別なものとしての印象
を植えることができるか”ということを課題の
一つとしてアレソジ・発展の方法を探っている
が、音楽の流動性を筋肉運動感覚に求め、．正に
音楽を直接体験すると、学生達の内部に次々に
イメージが紡ぎ出されるようになっていった。
そして、いつしか心理的・身体的拘束感に悩ん
だ学生の殆どが、自由性を感じ取れる自己を発
見していた。又、各々のレベルに合わせた個別
指導による基礎技能とは違い、仲間と集団で行
う創作活動を通して、他者の表現を受容したり、
オリジナルな自己表現を行うこと、あるいは音
楽的抑揚に乗って仲間と同じ動きを経験するこ
とで、身体意識の覚醒によって促される「自己
意識と他者意識」「共生的セソス獲得」のための
“共有体験の場”となっていった10）。
　この授業と個別指導で学ぶピアノの習得は車
の両輪となり、音楽的に反応する身体はほぐれ、
自分を肯定することでピアノ学習への意欲を高
めた。特にリズム表現に飛躍的な向上を見たこ
とは言うまでもないだろう。付点のリズムを筆
舌を尽くして説明したところで、実際スキップ
一17一
県立女子短期大学研究紀要　第39号　2002
で弾んでみることで得る生き生きとした躍動感
に勝るものを伝えることはできない。“生き生き
とした感じ”や、前述した“音を感じる”といっ
た言葉に、数学的・科学的証明を持ち込むこと
はできない。・それがないと事実ではないという
考え方もあるが、体験が純粋であればあるほど、
説明の言葉とは無縁になっていくように思われ
る。
　こうして音楽のうねりに身を委ねてイメージ
を膨らませる経験を通して学んだ表現方法を、
近隣の保育園や福祉施設で試させていただく機
会を重ねるにしたがい、この成果を発表したい
という希望が学生達の中に自然発生的に起きて
きた。そこへ保育園現揚から、「保専時代のおた
のしみ会はないのか」との問い合わせが入った
ことが、今日までの流れを決定付けたのである。
プログラムの変遷
第1回　　　はじめのいっほ
　　　　☆★☆★☆☆　ブoグラム
ーー
☆★☆☆☆★
「世界中の子ともたちが」より
　　　　　　　　　作詞新沢としひご
　　　　　　　　　作曲　中川ひろたか
・世界中の子どもたちが
。ハツピーチルドレン
・テルテルボーイズ
・はじめの一歩
「童謡絵巻」より
・三つの汽車のうた
・七つの子
・証屍寺の理ばやし
綴曲　根垣白英　　笠井純子
　　曽川直子　　林裕子
　　若林淳子　渡辺愛
緬曲阿部友英　阿部智奨
　　橿本紀子　　勝田陽子
　　高桟智子　渡辺弥英
作曲岩河三郎
零零零銘舞3零零鵠零舞纏零　休憩　零零零零零‡零零¢8零零＊零零鉢零
lll　ダンス
・オラは人気者
・クレヨンしんちゃん音頭
IV　オペレッタ
「ほくらは宗来の探検隊」
脚本広島の子ともたち
作菌永柴義昭
補作学生一同
第2回 ノ、ロー
☆★☆★☆★　プOグラム　☆★☆★☆★
「ぼくたちのうた」より
・パレード
。ハo一
・誰かが星を見ていた
・スマイル
・スキップ
ll　　「童詔絵巻Jより
・靴が鳴る
・シャボン玉
・幾の学校
作詞新沢としひご
作曲　中川ひろたか
作曲岩河三郎
IH　　「となりのトトOJより
V
・さんほ
・風のとおり逗
・となりのトトO
作詞　中川季枝子
作曲久苔　醸
零参”舞鍵越零零零纏辮　休慰　魑舘鳩襯辮鍵参
ダンス
　うわさのキッス（キテレツ大百科）
　針切じいさんロケン0一ル（ちびまるこちゃん）
V　　みんなでいっしょに
　　　「大きなかぶ3
原作　ロシア民緒
脚本糧田島焚和
補作学生一同
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　前例もなければ先輩もいない状況で、準備に
かかる時間と費用、授業としての整合性等の問
題を抱え、筆者も含め30％の学生は不安を抱え
ていた。経験上、全員一致の意志がなければ成
立しないことを承知していた為、やはりおたの
しみ会の引継ぎは不可能と判断せざるを得ない
とした中、残りの70％の学生の強い意欲と保専
同窓会の多大な協力が一気に実現へと拍車をか
けた。会場も、新たな文化エリア（現りゅ一と
びあ周辺）建設の為その年に取り壊されること
になっていた当時の新潟市のシンボル公会堂で
行う運びとなった。
　2回目以降は会場を市民プラザに移し、資料
プログラムの変遷にあるように、基本的な構成
は変わらないが、回を追う毎に学生達のナリジ
ナリティーの追及を感じさせる内容となってい
第3回　　　ともだちになるために
☆★☆★☆☆　プログラム
1
1ー
11
こどものうた
・　パワ7ルパワー
・丘をこえたらおぺんとう
・ともだちになるために
・ジヤンプ
d一とんぐりころころ
・封祭
☆★☆★☆★
作胴斬沢としひこ
作曲中川ひろたか
繕曲岩河三郎
橿曲三枝成皐
ディズニーメドレー
　　　　　　　　　繕曲上明子
・ミッキーマウスマーチ
・星に願いを
・ハイ・ホー
・小さな世界
鷹襯繍■襯　休融幽零嶺翻纏
ダンス
・アニマルロツクン0一ル（バケツでごはん）
・勇気100％（忍たま乱太郎）
IV　ももたろう
原作　B本民括
脚本　小池麻里子
　　渚水浩英
　　杉本沙緒里
　　申酋淳子
補作学生一同
第4回 みんなおんがくたい
☆★☆★☆★　プログラム　☆★☆★☆★
うたえ　パンパン
　　　　｛乍胸　阪国寛夫　　f乍崖1
おはよう
　　　作胸新沢としひこ　作曲
1　一年中のうた
山本直純
中川ひろたか
春　気球に采ってとこまでも
　　　　　作胴束　龍男　作曲平吉　穀州
夏　あおいそらにえをかこう
　　　　作詞一樹　和奨　作曲上柴　はじめ
秋　証城寺の狸1離子
　　　　作胴野ロ　雨情　作曲中山　青平
　　七つの子
　　　　作陶野ロ　雨情　作曲本居　長世
冬　雷
　　　　　　　　　文部省唱歌
　　春よこい
　　　　作胸相馬　餌風作曲弘田　龍太却
（みなさんで）
　　いちねんせいになったら
　　　　作調まどみちお作曲山本直純
11　ディズニーメドレーparセ2
　　　　　　　　　　　　ttw上明子
　狼なんかこわくない　　《三匹の子ぶた》
　ララルー　　　　　　　《わんわん物梧》
　ビビディ・パピディ・プー《シンデレラ》
　小さな世界　　　　　　《It8　s　a　small　world》
lI?
V1
雛越繍榊　休慰　宰一
ダンス
さんぽ　《となりのトト0》
アンパンマン音頭
ブレーメンの音楽隊
原作グリム置括　脚本阿部　彩 摘作学生一同
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る。各回にサブタイトルを付け、コソサートに
統一感を持たせるとともに、その年の学生達に
強い結束を生み出している。
　対象を主に乳幼児に設定しているが、卒業後
の活路を高齢者施設に求めている学生も多い
為、選曲も実情に合う様配慮している。今は全
く歌われなくなっている彼女らの祖父母の時代
の曲に深い共感を覚えたり、アレソジを工夫す
る力を積極的に養うことを目的としている為、
行き過ぎと思えるほどのリメイクを意欲的に楽
しんでいるようである。一学年に数人は吹奏楽
経験者がいることはありがたく、華やかな彩を
添え、エネルギッシュな印象を残してくれる。
　現代の歌にしても、いかに長く子ども達の記
憶に残るか検討を重ねる。音楽界には、視覚に
訴えることを善しとしない傾向があるが、イ
第5回　　　ぼくらのマーチ
　☆★☆☆☆☆　プログラム　☆☆☆☆☆☆
ぼくらの　マーチ
　　　作謁斬沢としひこ　作曲　中川ひろたか
1　　思い出の保育園
　　　作飼新沢としひご　作曲中州ひろたか
　　にじ　　　　　　　　　＊＊＊＊＊えんそく
　　誰かが畠を見ていた　　　＊＊＊＊＊おとまり保育
　　ぼくらのマーチ　　　　＊＊＊＊＊うんとうかい
　　うきぎ野原のクリスマス　＊＊‡＊＊クリスマス会
　　ぼくたちのうた　　　　　＃＊＊＊そつえんしき
ll
」
1?
V
うたってあそぼう
とんでいった　麦わらほうし
　　　作謁阿部直実作曲　おざわたつゆき
もりのくまさん
　　　作詞・曲馬糖祥弘
ロック　トラップ
　　　　　　　　　f乍曲　W．J●Schistine，
ずいずいずっころばし
　　　　　　　　編・作曲越部信義，．
3つの汽寧のうた
　　　　　　　　　編曲岩河三郎
asan＃tみなきんとごいっしょにt”＃＃tt＃
小きな世界　《IV　s　a　small　world》
◇◇◇◆◆◇◆◇◇◇　休憩　◇◇◆◇◆◆◇◇◇◆
ダンス
0ックンオムレツ
ボンダンス（花まつり）
ピノキオ
原作コEコッディ
欝本井村友紀梅海愛子菊地明E川京手本間良紀子
楕作考牲一同
第6回　　みんなでゆめのくにへ
　☆★☆★☆★　プログラム「☆★☆★☆★
チキ・チキ・パン・バン
　　　　訳詞岩谷時子．作曲　シャーマン
1　うたって　あそぼう．
　しあわせなら　手をたたこう
　　　　　作胸きむら　りひとアメリカ由
　いぬ　の　おまわりさん
　　　作胴きとう　よしみ作曲大中　思
　野菜　の　気持ち（ホ’イスリス゜ム）
　笑い　の　うた
　　　　　作胴亀山　法男　作曲　アメリカ曲
　だれにだって　おたんじょうび
　　　　　作詞一樹翻葵　作曲上柴　はじめ
?1
1?1
　ちょっと昔のあそびうた
茶摘　　　　文部省　唱歌　縞曲　三枝　成彰
あんたがた　とこき
　　　　　　　　　橿・作曲越部　信義
まり　と　殿さま
　　　作胴西条　八十　作曲　中山　青平
　ディズニーメドレー
スーll’一カリ万ジリステtvクエクスヒ’アリトe－■シャス《メリーポピンズ》
きみも　とぺるよ1　　　　　　　《ビータ■一パン》
リーダーにつづけ　　　　　　　　《ピーターパン》
ちいきな　せかい　　　　　《！V　sasrnall　world》
＊纏繍蹴‡鋤＊働き　㈱　一
IV　ダンス
　プリン蹴歌　《おじゃる丸》
　だんご3兄弟
V　　ピーターパン
　　原作ジx一ムスバリ
　　脚本おたのしみコンサート企画委員会補作学生一同
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メージを固定化しない配慮がなされていれば、
むしろ想像力の広がりを助けると考えている。
様々な小道具を使い、背景装置で音楽の切り替
えを図って子ども達の視覚に迫っていくことで
学生達自身の想像力もいや増しに高まってい
く。そして何といっても50人という集団で作る
パワーを音楽にどう反映させるか、一年の歳月
をかけて模索していく。第5回目に取り上げた
「ロックトラップ」以降、50人ならではのダイ
ナミズムが体験でき、ピアノが弾けずとも音楽
による一体感が得られるボディーパーカッショ
ソのコーナーが恒例となった。さらに重要なこ
とは、テレビやCD等からの一方的な働きかけ
との違いを打ち出すことだ。観客である子ども
達との音楽を介した交流にこそ本専攻のコソ
サート活動の存在理由がある。こちらの呼びか
第7回　　ずうっとあったよ心のポケットに
☆☆☆☆☆☆☆　プログラム　☆☆☆☆☆☆☆
1　いっしよに行こうよ
　きん懐　　　　　　　　作詞中川季枝子　作曲久石　堰
　バスのうた　　　　　　作凋きとうよしみ作曲大中　屈
　丘をこえたらおべんとう作岡斬沢としひこ作曲中川ひろたか
　汽享ポッポ　　　　　　　作個作曲　本居長世
　タやけこや1ナ　　　　　作詞中射硝紅　　作曲箪川　Pt
ll　うたってあそぼう
はっばのぼう1ナん
ボディークッキング
かいじψうのこんだて　作隅作曲　中川ひろたか
Hlディズニーのなかまたち
ミッキ＿・マウス・マーチ《ミッキーマウス・クラブ》
不忌議の国のアリス《不灘の国のアリス》
鼠なんかこわくない　《三匹の子ぶた》
ヒビデイ゜バビデイ・ブー　《シンデレラ》
ちいさなせかい《：t’・s・a・srrRll・“’。rld》
＃s＃＊＃：辮tttt＃＃＃＃休憩＃＃＃‡＃＃＊＊＊＊＃stt＊＊＊＊
1V　ダンス
おじゃ湾女ドレミ
ドラえもんのうた
V　オズの魔法使い
　　　　　　　原作ライアンツランクパウム
　　　　　　　躰瓢霧サート企畷絵
　　　　　　　摘作学生一同
第8回　　さがしにゆこうぼくらのゆめを
　☆★☆★☆★プログラム☆★☆★☆★
ハロー
はじめまして
作窮斬沢としひこ作曲中川ひろたか
作詞こまつまことf乍曲3うおうこずえ
　1　なつかしのベスト5
第5位めえめえ子山羊　　f棚お糞秀夫
第4位うれしいひなまつり　作洞山野三飾
第3位束京ブギウギ　　　作窮齢＊蟄
第2位上を向いて歩こう　作調永六誌
第1位赤とんぼ　　　　作轟三＊露E
（i錘外私達のベスト1）
　　　Hail　Holy　Queen
作曲‡居義世
作曲河封舞遇
作曲題部哀一
炸菌中材八大
作曲山田梼簿
「天使にラブ・ソングを…3よウ
ll夢をのせて大空へ
あおいモらにえをかこう　　作璃一樹和英　　作曲上榮はじめ
スパークinスベース　　　　　カール・オル7
気球に乗ってどこまでも　作個支Pt男　　　f7曲平吉毅彊
虹のむこうに　　　　　　　　　　　　作詞・作曲誼臼修
シ゜リハ’・ディ費・ト゜ウー・タ㌔　「南部の唄」より
　　　　　みなさんごいっしょに
ちいきなせかい　　　　「工Vsasrrvallピo貞d　jよe
?1
V?
‡＊‡零‡‡＃舞‡‡tt＊s＃休憩＊‡繍零爆‡零零‡‡‡‡‡
ダンス
アンパンマンのテーマ
「とっとこハム弐郎3より礎◎e繋のジ多モン5
そんごくう
　原作呉承慰　讃本損田溺手　嶽馨撃§三一掃
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け、問いかけにどう反応するか、こればかりは
リハーサルできない。臨機応変に即興的なその
場のさばきを要求される司会役の負担は大きい
が、同じく即興的にフォローしてくれる仲間達
との連帯感は感動的でさえある。又、必ず手話
を取り入れた歌を開拓することも課している。
　休憩をはさんで、照明係やステージ補佐とし
てコソサートを支えていた一年生がやはり50
人で踊る為にライトを浴びる。その時期子ども
達が一番夢中になっている音楽は何かをリサー
チしたり、まだ入学して間もない中、仲間達と
振り付けを考えていくことを通してコソサート
運営を学んでいく。
　最後のステージにはちょっとしたミュージカ
ル仕立ての劇をすることにしている。人間の自
然な発達の道筋にごっこ遊びがある。友達と共
通のイメージを持って自分の役割を果たし、友
達の役割を考えながら遊びが進んでいき、それ
が発展して劇ごっことなり、感情の上手な表現
の仕方、言葉や動作でのコミュニケーショソの
方法、そして多人数でひとつのものを作り上げ
ることにより集団の中で感情の洞察など人間関
係に必要な力を遊びの中で自然に身につけてい
く。しかし、せりふの暗記等で大人の指導が入
りすぎると逆の弊害が起こることもあり賛否両
論あるところだが、適切な援助で子ども達は無
限のファソタジーの世界に浸ることができると
思っている。自分の性格でないものを演じるこ
とや、おとなしい子どもにとっては感情を表出
するきっかけになる等、欧米ではかなり古くか
ら教育の中に演劇が取り入れられてきたことを
考えても、学生が劇遊びを体験し、簡単な演出
方法を学んでおくことは無益ではない。題材が
決まると50人分の配役を作り、子ども達へのお
　　　　　　　　　　　　　　tみやげを渡すタイミソグを考慮しつつ、その為
に必要なら少々ストーリーを変更することも厭
わない脚本を作ることから準備は始まる。その
際、きっちりと固まったものを作らず、練習の
中で台詞回しを考えたりアレソジできるよう柔
軟性を持たせておくよう指導している。大人の
拷導で子どもの自発性をそぐ危険を防ぐ為であ
る。ある場面設定を前後のつながりに不自然さ
が出なければ自由に作るよう学生に投げると、
戸惑いながらも、身をよじるような恥ずかしさ
にまみれて逃げ腰になった体に鞭打っていくう
ち、自分の中に自分でも気付かなかった新しい
一面を発見したり、楽に自分を表現できるよう
になっていく過程を見ることは大きな喜びであ
る。又、仲間の中にも違った個性を見い出し相
互理解が深まるなど、演劇がもたらす恩恵に今
更ながら驚いている。
　この活動がピアノ初学者に及ぼす影響は特に
顕著で、自己限定していた能力を発展の方向へ
転じる意欲が生じ、たとえ指が思うように回ら
なくとも希望を捨てなくなったように思われ
る。
4．まとめ
　いかにして子ども達との交流を充実させるか
と大義名分を掲げても、．実のところ自己満足の
域を出ていないのかもしれない。しかし、「歌が
こんなに楽しいものだとは知らなかった。」（第
一回生S．H．レポート）という言葉から、いささ
か強引ではあるがこの喜びの体験なくしては子
ども達の前には立てないと確信する。
　終了後に得る達成感、その後に来る燃え尽き
た脱力感、そしてそれを乗り越えて湧いてくる
自信と自分への期待感という学生達の変容を毎
年見ていると、それまでの音楽学習経験の有無
にかかわりなく音楽的に豊かな表現は可能であ
ることがわかると同時に、性格的に負の部分が
あると自己分析している学生も、自己表現の欲
求を持っていること気付き、さらに自分の可能
性を探るようになって行くことを認めることが
できる。
　回を重ねる、つまり継続することは往々にし
てマソネリ化を帯び新鮮味と意欲を失ってい
く。しかし逆に、さらなる深まりと共に円熟し
ていく方向も存在する。今後どのような展開を
みせるかは、ひとえに学生達のチャレソジ精神
にかかっている。
　この活動は斎藤裕先生、上原典子氏をはじめ
とする生活福祉専攻のスタッフのご協力がなけ
れば存続しなかった。又、今はなき新潟県保育
専門学院の同窓会のご援助がなければ存在すら
しなかった。ここに心から感謝申し上げたい。
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注
1）新潟県保育専門学院　「三十八年のあゆみ」
2）1925年東京生まれ。東京大学文学部卒業。
　演出家として劇団ぶどうの会、代々木小劇
　場を経て、竹内演劇研究所を開設。宮城教
　　育大学教授、南山短期大学人間関係科教授
　　として教育にも携わる一方、「からだとこと
　　ばのレッスソ」に基づく演劇創造、人間関
　　係の気づきと変容、障害者療育に打ち込む。
3）朝日新聞2001年9月　「ニッポソのこと
　　ば」より
4）1951年東京生まれ。ドイッ…　ソブルグの
　　幼児教育機関「ハウス・ミニヨソ」の理事
　　として運営に参加。現在、講演・声のワー
　　クショップ等を行っている。ドイッ在住。
5）1960年代後半からの日本の小劇場運動の
　　リー一一Pダーとして、「黒テソト」とともに活発
　　な活動を続ける。現代舞踊、オペラ、日本
　　舞踊など、多様な分野にわたる劇場作品の
　　演出に携わる。世田谷パブリックシアター
　　ディレクター。東京学芸大学教授。
6）1865　一一　1950　スイスの音楽教育家、作曲家。
　　音楽と身体の動きを協応させる独自のシス
　　テムを開発発展させ、世界中の子どもの音
　　楽教育に影響を与え続けている。
7）大畑祥子編著「保育内容　音楽表現」　建
　　吊社
’8）　　　同上
9）　　　同上
10）神原雅之　リトミック教育の今日的意味に
　　関する一研究　ダルクローズ音楽教育研究
　　24号199915－25
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